
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
は
複
数
の

ア
メ
リ
カ
高
官
の
話
と
し
て
安
倍

総
理
の
意
向
を
報
道
。「
日
本
は
、

も
し
オ
バ
マ
氏
が
先
制
不
使
用
を

宣
言
す
る
と
、
北
朝
鮮
の
よ
う
な

国
々
へ
の
抑
止
力
を
弱
め
る
こ
と

に
な
り
、
紛
争
の
危
険
が
高
ま
る

と
考
え
て
い
る
。
安
倍
首
相
は
最

近
、
ハ
リ
ス
米
太
平
洋
軍
司
令
官

に
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
ら
伝
え

た
」
と
し
て
い
ま
す
。

同
紙
は
安
倍
首
相
と
ハ
リ
ス
司

令
官
の
面
談
の
日
付
を
記
載
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
日
本
外
務
省
の
発

表
に
よ
れ
ば
、
７
月
２
６
日
に
約

２
５
分
間
、
訪
日
中
の
ハ
リ
ス
司

令
官
の
表
敬
訪
問
を
受
け
、
北
朝

鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
問
題
な
ど
で

意
見
交
換
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
問
題
に
取
り
組
む
ア
メ

リ
カ
の
非
営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

「
プ
ラ
ウ
シ
ェ
ア
ズ
基
金
」
の
ジ
ョ
ー
・

シ
リ
ン
シ
オ
ー
ネ
理
事
長
は
同
紙

に
対
し
、
「
特
に
英
国
、
フ
ラ
ン

ス
、
日
本
、
韓
国
か
ら
強
い
反
対

が
出
て
い
る
」
と
し
つ
つ
、「
わ

れ
わ
れ
は
、
ど
の
国
も
核
兵
器
を

先
制
使
用
し
な
い
よ
う
に
す
る
国

際
規
範
を
つ
く
る
こ
と
に
関
心
が

あ
る
」
と
語
り
、
反
対
し
て
い
る

国
々
を
批
判
し
ま
し
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
（
電

子
版
）
は
７
月
１
０
日
、
オ
バ
マ

大
統
領
が
来
年
１
月
の
任
期
終
了

ま
で
に
、
核
軍
縮
に
向
け
た
一
連

の
政
策
転
換
を
図
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
と
報
道
し
ま
し
た
。「
核

兵
器
の
先
制
不
使
用
宣
言
」「
核

実
験
を
禁
止
す
る
国
連
安
保
理
決

議
の
採
択
」
「
核
兵
器
予
算
の
削

減
」
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
と

し
て
い
ま
す
。

時
事
通
信
に
よ
れ
ば
、
日
本
政

府
関
係
者
は
８
月
１
６
日
、
オ
バ

マ
米
大
統
領
が
検
討
し
て
い
る
核

兵
器
の
先
制
不
使
用
宣
言
に
反
対

す
る
立
場
を
米
政
権
に
伝
え
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

日
本
政
府
が
こ
う
し
た
立
場
を

伝
え
た
の
は
、
オ
バ
マ
政
権
内
で

の
先
制
不
使
用
宣
言
の
検
討
が
報

じ
ら
れ
た
７
月
以
降
。
政
府
高
官

は
、
「
抑
止
力
に
な
ら
な
い
。
核

の
傘
に
穴
が
開
き
、
日
米
同
盟
の

否
定
に
な
る
」
と
の
立
場
を
示
し

ま
し
た
。

「
核
抑
止
力
論
」
は
、
核
兵
器

の
使
用
を
正
当
化
し
、
安
全
保
障

ど
こ
ろ
か
ア
ジ
ア
の
緊
張
を
エ
ス

カ
レ
ー
ト
さ
せ
、
核
使
用
の
危
険

を
増
大
さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

安
倍
首
相
は
、
広
島
と
長
崎
の

平
和
式
典
で
「
核
兵
器
の
な
い
世

界
」
に
向
け
て
「
努
力
を
重
ね
て

い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、
今
回

の
「
意
向
伝
達
」
は
世
界
の
大
勢

に
も
、
国
民
の
願
い
に
も
逆
行
す

る
も
の
で
、
被
爆
国
の
首
相
に
あ

る
ま
じ
き
態
度
で
す
。
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８
・
１
▼
船
橋
市
平
和
委

員
会
（
準
）
事
務
局
会
議

８
・
２
▼
メ
ッ
セ
の
視
察

８
・
３
▼
盤
洲
干
潟
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
県
要
請
同
席

８
・
４
▼
県
議
団
会
議

８
・
５
▼
松
崎
佐
智
市
議

と
県
管
理
道
路
の
現
地
調

査
／
国
民
健
康
保
険
で
国

保
を
よ
く
す
る
会
の
市
か

ら
の
聞
き
取
り
に
同
席

８
・
６
▼
船
橋
市
ヒ
ロ
シ

マ
原
爆
展
見
学
／
地
域
商

店
会
の
盆
踊
り

８
・
７
▼
地
域
を
訪
問

８
・
８
▼
御
宿
町
を
視
察

８
・
９
▼
ふ
な
ば
し
九
条

の
会
の
宣
伝
に
参
加

８
・
13
▼
盤
洲
干
潟
視
察

８
・
14
▼
干
潟
の
風
景
写

真
展
を
見
学

８
・
15
▼
年
金
者
組
合
終

戦
記
念
日
リ
レ
ー
ト
ー
ク

８
・
16
▼
行
徳
野
鳥
観
察

舎
市
川
市
聞
き
取
り
同
席

８
・
17
▼
千
葉
土
建
船
橋

習
志
野
支
部
か
ら
賃
金
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
聞
き
取
り

８
・
18
▼
県
議
団
会
議

８
・
19
▼
県
議
会
日
韓
友

好
議
員
連
盟
の
視
察
／
自

治
体
問
題
研
究
所
の
会
議

８
・
20
▼
船
橋
市
平
和
企

画
参
加
／
金
沢
和
子
市
議

と
地
域
を
訪
問

８
・
21
▼
地
域
訪
問
／
船

橋
革
新
懇
う
た
ご
え
参
加

地
域
で
暑
気
払
い
報
告
会

（
三
山
）
／
坂
井
洋
介
市

議
と
報
告
会
（
高
根
台
）

米
紙
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
が
８
月
１
５
日
付
で
、
オ
バ
マ

米
大
統
領
が
検
討
し
て
い
る
核
兵
器
の
先
制
不
使
用
宣
言
に
つ

い
て
、
安
倍
晋
三
首
相
が
「
抑
止
力
を
弱
め
る
」
と
し
て
反
対

す
る
意
向
を
伝
え
て
い
た
と
報
じ
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

丸 山 慎 一 検索

ＱＲ
コード
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右のQRコードでブログを見る
ことができます。ＨＰは検索。

丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

「
抑
止
力
を
弱
め
る
」

と
し
て
首
相
が
反
対

利根川の上流部に建設が進められている八ッ場ダム（群馬県長野原町）の建設工

事費について８月１２日、国土交通省が７２０億円の増額を発表。千葉県全体で、

６３億円の負担増を求めてきています。

八ッ場ダムは、建設に向けた調査が開始されたのが１９６７年４月。基本計画の

策定が１９８６年で、そのときの事業費は２１１０億円でした。ところが２００４

年９月、国は４６００億円への引き上げを決め、千葉県全体の負担額は１８３億円

から４０３億円へと跳ね上がりました。この事業費を５３２０億円にしようという

のが今回の変更です。千葉県全体の負担はさらに６３億円も増え、県民の支払う水

道料金と税金から支出されることになります。

そもそも、八ッ場ダムは必要のないダムとして民主党政権のときにいったん中止

が宣言されました。実際に、この

間、水道用水の一日最大給水量は

２１４万トン（２００２年）から

２０２万トン（２０１２年）へ

と、１０年間で１２万トン（５・

５％）も減っています。それを、

事業費を増やしてまで強引に進め

ることは許されません。

大手ゼネコン中心の巨大開発で

はなく、中小企業や商店街など、

地域経済に波及する身近な公共事

業に転換すべきです。

ア
メ
リ
カ
国
内
で
も

日
本
の
動
き
に
批
判

オ
バ
マ
大
統
領
の

核
政
策
転
換
に
抵
抗

「
核
抑
止
力
論
」
で

核
兵
器
使
用
正
当
化


